第７回農地部会議事録
１　招集日　　　　　　　平成27年７月６日（月）
２　開会日時及び場所
　　　　　　　　　　　　平成27年７月６日（月）　　午後４時00分
　　　　　　　　　　　　ふるさと会館研修室１

３　閉会日時　　　　　　平成27年７月６日（月）　　午後４時55分
４　委員氏名

　 (1)出席者（15名）

　　　１番　峯　　辰志、３番　小筏　正治、４番　鵜殿　徳康、10番　宮本　俊治、

　　　12番　中川　實美、13番　大島　忠保、15番　浅野　政輝、18番　吉岡　欣一、

　　　19番　木下　忠義、27番　林田　　勲、28番　大久保信一、29番　谷川　健治、

　　　30番　松永　　一、33番　柴田　紀昭、36番　松尾　茂敏

　 (2)欠席者（３名）
　　　17番　井上　　茂、21番　奥野　　茂、34番　小田　孝明
　 (3)部会長の依頼により出席

　　　35番　森﨑　茂德（副会長）

５　議事に参与した者
　　　農業委員会事務局長　　　　　秋山　勝也

　　　　　　　　参　　事　　　　　清水　友秀
　　　　　　　　課長補佐　　　　　増冨　浩彦
　　　　　　　　主　　査　　　　　福田　智美

　　　　　　　　嘱　　託　　　　　大石由紀子

６　提出議案及び報告事案
　　　会議録署名委員の指名について

　　　議案第37号　農地法第３条第１項の規定による許可申請について

　　　議案第38号　農地法第４条第１項の規定による許可申請について

　　　議案第39号　農地法第５条第１項の規定による許可申請について

　　　議案第40号　農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定について

　　　議案第41号　農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取について

──────────────────────────────
午後４時00分開会

○事務局長（秋山　勝也君）  皆さんこんにちは。

　農地部会の出席につきましては、農業委員会等に関する法律第２１条第３項に達しております。部会長に開会をお願いいたします。

○議長（小筏　正治）  皆さんこんにちは。いよいよ今期最後の部会となりました。これは、特別に力を入れて審議をしていきたいと思っております。よろしくお願いいたします。

　それでは、ただいまから平成２７年第７回雲仙市農業委員会農地部会を開会いたします。

　各委員の方、協力方よろしくお願いいたします。

　本日の付議すべき事項として、議案第３７号農地法第３条第１項の規定による許可申請について、議案第３８号農地法第４条第１項の規定による許可申請について、議案第３９号農地法第５条第１項の規定による許可申請について、議案第４０号農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定について、議案第４１号農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取について、以上５件を付議いたします。

　議事進行上、発言される場合は、挙手をして、議長が指名をしてから起立して、マイクを通して発言してください。また、携帯電話は音がしないようにお願いいたします。

　では、早速議事に入ります。

　日程第１、会議録署名委員の指名を行います。

　会議録署名委員は、会議規程第１２条の規定により、３６番松尾委員、１番峯委員両委員を指名いたします。

　次に、日程第２、議案第３７号農地法第３条第１項の規定による許可申請についてを議題といたします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第３７号、受付番号２０番から３０番までの１１件について議案書をもとに説明）

　これらの案件につきましては、農地法第３条第２項各号に該当するような事実はないと思われます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号２０番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。中川委員、どうぞ。

○委員（１２番　中川　實美君）  議席番号１２番、中川です。

　ただいま朗読された農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号２０番については、事務局の説明どおり農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題ないと考えます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号２０番についてご質疑がありましたら、お願いいたします。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第３７号、受付番号２０番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号２１番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。柴田委員、どうぞ。

○委員（３３番　柴田　紀昭君）  議席番号３３番、柴田です。

　ただいま朗読された農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号２１番については、事務局の説明どおり農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題ないと考えます。終わります。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号２１番についてご質疑がありましたらお願いいたします。ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第３７号、受付番号２１番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号２２番、２３番、２４番については、借受人が同一の案件ですので、一括して協議をいたします。まず、地元委員の意見をお聞かせください。柴田委員、どうぞ。

○委員（３３番　柴田　紀昭君）  議席番号３３番、柴田です。

　ただいま朗読された農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号２２番、２３番、２４番については、営農計画書にもありますとおり、新たに農地を借り受けて営農を開始する案件です。事務局の説明どおり、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題ないと考えます。終わります。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号２２番、２３番、２４番についてご質疑がありましたら、お願いいたします。ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第３７号、受付番号２２番、２３番、２４番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号２５番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。木下委員、どうぞ。

○委員（１９番　木下　忠義君）  議席番号１９番、木下です。

　ただいま朗読されました農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号２５番については、事務局の説明どおり農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号２５番についてご質疑がありましたらお願いいたします。どうでしょうか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第３７号、受付番号２５番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号２６番、２７番については、借受人が同一の案件ですので、一括して協議をいたします。まず、地元委員の意見をお聞かせください。木下委員、どうぞ。

○委員（１９番　木下　忠義君）  議席番号１９番、木下です。

　ただいま朗読されました農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号２６番、２７番については、営農計画書にありますとおり、新たに農地を借り受けて営農を開始する案件です。事務局の説明どおり、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題ないと考えます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号２６番、２７番についてご質疑がありましたら、お願いいたします。宮本委員、どうぞ。

○委員（１０番　宮本　俊治君）  １０番、宮本です。

　田端さんのところの、新規就農のところで家族の名前が書いてあるんですけど、２人とも農業補助員で、ちゃんとする人がいるのかどうか。補助ばかりで、誰が主にされているんでしょうか。

○議長（小筏　正治）  事務局。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  現在、田端由美子さんという方が、お父さんである廣野孝一さんの農業の補助をされてるんで、現状の状態が農業補助ということで書いてあります。今度、田端由美子さんが独立して就農するということです。

○議長（小筏　正治）  ほかにありませんか。ほかにご質疑がないようですので、議案第３７号、受付番号２６番、２７番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号２８番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。谷川委員、どうぞ。

○委員（２９番　谷川　健治君）  議席番号２９番、谷川です。

　ただいま朗読されました農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号２８番については、事務局の説明どおり農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題ないと考えます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号２８番についてご質疑がありましたら、お願いいたします。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第３７号、受付番号２８番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号２９番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。谷川委員、どうぞ。

○委員（２９番　谷川　健治君）  議席番号２９番、谷川です。

　ただいま朗読されました農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号２９番については、事務局の説明どおり農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えられます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号２９番についてご質疑がありましたらお願いいたします。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第３７号、受付番号２９番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号３０番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。谷川委員、どうぞ。

○委員（２９番　谷川　健治君）  議席番号２９番、谷川です。

　ただいま朗読されました農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号３０番については、事務局の説明どおり農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えられます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号３０番についてご質疑がありましたら、お願いいたします。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第３７号、受付番号３０番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、日程第３、議案第３８号農地法第４条第１項の規定による許可申請についてを議題といたします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第３８号、受付番号２番について議案書をもとに説明）

　この案件につきましては、農地法第４条第２項各号に該当するような事実はないと思われます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号２番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。柴田さん、どうぞ。

○委員（３３番　柴田　紀昭君）  議席番号３３番、柴田です。

　ただいま朗読された農地法第４条第１項の規定による許可申請の受付番号２番について、申請地は、農振白地であり、住宅・事業の用に供する施設等が連たんしていることから、第３種農地であると考えられます。農地法第４条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題もありませんでしたので、許可に当たって何ら問題ないと考えます。終わります。

○議長（小筏　正治）  ここで一旦休憩します。

午後４時22分休憩

………………………………………………………………………………
午後４時28分再開
○議長（小筏　正治）  再開します。それでは、議案第３８号、受付番号２番についてご質疑がありましたらお願いいたします。

　大久保委員、どうぞ。

○委員（２８番　大久保　信一君）  議席番号２８番、大久保です。被害防除計画書の中で、②の中で、太陽光パネル設置については、隣の地主との話し合いにより設定をするという形で示してあるわけですけども、この話し合いが既に進んでいるものか、お尋ねします。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  全て話し終わっております。

○委員（２８番　大久保　信一君）  了解です。

○議長（小筏　正治）  いいですか。ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ほかにご質疑がないようですので、議案第３８号、受付番号２番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、議案第３８号、受付番号２番につきましては県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、日程第４、議案第３９号農地法第５条第１項の規定による許可申請についてを議題といたします。

　本案件につきましては、谷川委員が関係者でございますので、農業委員会等に関する法律第２４条第２項の規定により退席をお願いします。

〔２９番　谷川　健治君　退場〕

○議長（小筏　正治）  それでは、事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第３９号、受付番号７番から８番の２件について議案書をもとに説明）

　これらの案件につきましては、農地法第５条第２項各号に該当するような事実はないと思われます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号７番の審査に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。大久保委員、どうぞ。

○委員（２８番　大久保　信一君）  議席番号２８番、大久保です。

　ただいま朗読されました農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号７番について、申請地は農用地ですが、平成２７年５月に農業用施設用地として軽微変更がされております。おおむね１０ヘクタール以上の規模の一団の農地の区域内にある農地であることから、第１種農地と考えられます。転用目的が農業用施設用地であることから、例外的に許可をすることができる案件であります。

　農地法第５条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題はありませんでしたので、許可に当たって何ら問題はないと考えられます。

　以上であります。

○議長（小筏　正治）  それでは、議案第３９号、受付番号７番についてご質疑がありましたら、お願いいたします。

○委員（１５番　浅野　政輝君）  議席番号１５番、浅野です。

　農業用施設用地に軽微変更がなされているということでありますが、建築面積が４８０平米、所要面積が１,５５２平米ということで、この比率に対して問題はないんでしょうか。質問をいたします。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  別に、問題ないです。

○議長（小筏　正治）  浅野さん。

○委員（１５番　浅野　政輝君）  わかりました。

○議長（小筏　正治）  大島委員。

○委員（１３番　大島　忠保君）  前は、この第１種農地の中であっても、例えば牛舎とか倉庫とかつくるというような場合は、１反以内ならば、農業委員会のほうで許可がおりると。でも、１反から超した場合には、農政局かどこかのほうじゃなからんば許可がおりらんというようなことがあったですもんね、前は。

　今は、その辺ができるようになったわけですよね。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  そうです。

○委員（１３番　大島　忠保君）  １,０００平米以内は、前からできよったばってん、今は、１,０００平米以上であってもできるということになったんですかって聞いています。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  多分、大島委員さんが言われたのは農家住宅です。農家住宅が１,０００平米。

○委員（１３番　大島　忠保君）  農家住宅じゃなくして、牛舎施設とかのほうです。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  以前は農業用施設であっても許可できるのは１,０００平米以内やったということなんですか。今は、別に面積の要件はなくて、農業用施設であれば大丈夫だと思います。

○委員（１３番　大島　忠保君）  わかりました。

○議長（小筏　正治）  いいですか。ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ほかにご質疑がないようですので、議案第３９号、受付番号７番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、議案第３９号、受付番号７番につきましては、県農業会議に諮問の上、許可することに決定しました。

　ここで谷川委員の入室を求めます。

〔２９番　谷川　健治君　入場〕

○議長（小筏　正治）  谷川さん、満場一致で了解してもらえましたのでご報告をいたします。

○委員（２９番　谷川　健治君）  ありがとうございました。

○議長（小筏　正治）  次に、受付番号８番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。松尾委員、どうぞ。

○委員（３６番　松尾　茂敏君）  議席番号３６番、松尾です。

　ただいま朗読された農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号８番について、申請地は農振白地であり、水道、下水道が埋設されている道路沿道の区域であり、かつ、５００メートル以内に中学校、グループホームが存在することから、第３種農地であると考えられます。

　農地法第５条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題もありませんでしたので、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、議案第３９号、受付番号８番についてご質疑がありましたらお願いします。ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第３９号、受付番号８番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、議案第３９号、受付番号８番につきましては、県農業会議に諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、日程第５、議案第４０号農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。

　本案件につきましては、大島委員が関係者ですので、農業委員会等に関する法律第２４条第２項の規定により退席をお願いします。

〔１３番　大島　忠保君　退場〕

○議長（小筏　正治）  それでは、事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第４０号について議案書をもとに説明）

　本計画案は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項に適合する適正な計画であると思われます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、議案第４０号に対する質疑を、見開きごとに行います。

　初めに、１０ページ、１１ページ、１２ページ、お願いします。ないようでしたら、１３、１４ページ。木下委員、どうぞ。

○委員（１９番　木下　忠義君）  年齢は１８歳以上だったらよかったですか。

○議長（小筏　正治）  今の質問は、何が１８歳以上ですか。木下議員、どうぞ。

○委員（１９番　木下　忠義君）  譲受人の年齢です。

○議長（小筏　正治）  譲受人の年齢ですね。事務局、どうぞ。

○主査（福田　智美君）  事務局からですが、専業で農業をされるということで、今言われてるのは、多分、１２ページの前田領さんのことだと思うんですけども、高校を卒業して１８歳なので、８月には１９歳になります。農業を専業で職業としてされていくということを確認してます。特に、年齢の縛りは基盤強化法にはないです。

○委員（１９番　木下　忠義君）  ないんですね。

○主査（福田　智美君）  はい。

○委員（１９番　木下　忠義君）  わかりました。

○議長（小筏　正治）  いいですか。

○委員（１９番　木下　忠義君）  はい。

○議長（小筏　正治）  それから、次、１５ページから１６ページ、１７ページ。

　１５ページ、３２番から３５番は農地中間管理機構の貸付による案件です。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ほかにご質疑がないようですので、ただいまから採決を行います。

　お諮りします。議案第４０号は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項に適合した適正な計画であると認め、農用地利用集積計画を決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議なしと認め、農用地利用集積計画を決定することといたします。

　ここで大島委員の入室を求めます。

〔１３番　大島　忠保君　入場〕

○議長（小筏　正治）  大島委員、満場一致で了解してもらいましたのでご報告いたします。

○委員（１３番　大島　忠保君）  どうもありがとうございました。

○議長（小筏　正治）  次に、日程第６、議案第４１号農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取についてを議題といたします。

　本案件につきましては、木下委員が関係者ですので、農業委員会等に関する法律第２４条第２項の規定により退席をお願いします。

○委員（１９番　木下　忠義君）  よろしくお願いします。

〔１９番　木下　忠義君　退場〕

○議長（小筏　正治）  それでは、事務局に議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第４１号について議案書をもとに説明）

　本計画案は、農地中間管理事業の推進に関する法律に基づく適正な計画であると思われます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  本案件は、農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画により、農地中間管理機構である長崎県農業振興公社へ貸し付けられた農地を公募申込みした農業者へ配分する計画が提出されたものでございます。

　ご質疑がありましたらお願いします。ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第４１号の配分計画について特に異議なしと回答することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、議案第４１号につきましては特に異議なしと回答することに決定しました。

　ここで木下委員の入室を求めます。

〔１９番　木下　忠義君　入場）

○議長（小筏　正治）  木下委員、満場一致で了解してもらいましたのでご報告をいたします。

○委員（１９番　木下　忠義君）  ありがとうございました。

○議長（小筏　正治）  お諮りします。本農地部会における議決事件について、その条項、字句、数字、その他、整理を要するものについては、その整理を議長に委任されたいと思いますが、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議なしと認めます。したがって、これらの整理を要するものについては、議長に委任することに決定しました。

　これをもちまして、本日の議事は全て終了しました。どうもありがとうございました。

午後４時55分閉会

──────────────────────────────
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